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顔とクローズ・アップ」を参照（GillesDeleuze, Cinema 1 L 'imge-
mouvement，豆d.de minuit, Paris, 1983, p. 136）.また，写真におけるクロー
ズ・アップの問題については，拙著『ジョルジュ・バタイユの〈不定形〉の美
学j（水声社， 200ラ年）の第 1章，ならびに拙論「写真における時間の傷痕
いかにして不定形の傷痕は時間の結晶として現れるか」（『立教大学フラン
ス文学』第 33号， 2004年）も参照されたい．
12）本論考は，拙論「写真における時間の傷痕一一いかにして不定形の傷痕は時
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後に来るべきものである．
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